
思い立ったが吉日 ！ の田村です。
先日友人と昼食をとっていたとき、ふと
茨城県の美術館に行きたくなって
高速道路で車をとばして行って
まいりました。とてもいい天気
で、展覧会の内容もすばらしく
充実した一日になりま
した。帰り道はへと
へとでまっくらやみ
でしたが楽しかったです。
（デザイン部　田村）

2月歳時記
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同音異義語・同訓異義語の使い分け、似た言葉で間違いやすい使い方等、校正中これでいいのかともやもやした
気持で仕事を進めると後味が悪い。調べると宙に舞っていた言の葉の意味がひらりと掌に落ちて、すっきりする。

ボウリングとボーリング
ボウリング（bowling）は、10本のピンを倒す球技。投げるのはボール（ball）。
ボーリング（boring）は、掘削のこと。
ボウル（bowl）は料理につかう鉢、と通常書き分ける。

姓名のローマ字表記
日本人の姓名を表記するとき、従来欧米の形式に合わせ、「名 ̶  姓」の順にする習慣があったが、近年で
は、日本人の姓名そのままの順「姓 ̶  名」と表記する傾向にある。名刺にローマ字のルビをふるとき、裏面
に英字を入れるときなど、そうした指定をする原稿が多くなってきている。国語審議会では、「一般的に
各々の人名固有の形式が生きる形で紹介・記述されること（「姓 ̶  名」順）が望ましい」としている。

○●○INFORMATION○●○　「校正ノート」、別紙「商売繁盛のツボ」のバックナンバーは、弊社ホームページより、ご覧頂けます。

ちば ＝ 商人が集まって商品の売買を行う場所

じょう ＝ 商品が売買される範囲。販路。マーケット
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し

みて ＝ 上座の方。舞台の、見物席から見て右の方   
         ⇔下手（しもて）
ょうず ＝ 手際がよい、技術がすぐれている
　　　　⇔下手（へた）

か

じ ろこ ＝ 歌舞伎役者の後見役、文楽の人形遣いなど、　
　　 　黒い衣と頭巾を着た人
くろ ＝ 皮膚の表面にできる黒または黒褐色の色素班

く

ほっき ＝ 終わりの時期⇔初期

つご ＝ 死に際。臨終

ま
ま

んべつ ＝ 道理をわきまえていること

んべつ ＝ 種類によって分けること

ふ
ぶ

とな ＝ 成人。一人前に成長した人
いじん ＝ 徳の高い人格者
いにん ＝ 入場料・乗車賃などを示す場合のおとな

お
た
だ

ょうじん ＝ 徳・器量のない人

ょうにん ＝ こども。入場料・乗車賃などを示す場合に
　　　　　用いる

し
し

色紙
いろがみ ＝ 折り紙や装飾に使う、いろいろな色に
　　　　　 染めた紙
しきし ＝ 和歌・俳句・書画などを書く方形の紙

国立
くにたち ＝ 東京都の市　
こくりつ ＝ 国が設立・維持・管理すること

大勢
おおぜい＝多くの人。多人数
たいせい＝おおよその形勢。世のなりゆき　

仮名
かな＝日本固有の音節文字。平仮名・片仮名
かめい＝実名を伏せて、仮につける名

★one point★　 いくつ知ってた ？ ほかにもいろいろ
 ！
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とめる ＝ 見てその存在を知覚する。認識する

たためる ＝ 書類・手紙を書き記す

み
し認める

・case 09・

うさ ＝ 手間や費用がかかること。めんどう

うさく ＝ 家を建てること。家の内部の仕上げ

ぞ
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・case 07・
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  3日（金）
4日（土） 
  8日（水）
11日（土）
12日（日）
 18日（土）
 24日（金）

節分 …………………
立春 …………………
針供養 ………………
建国記念の日 ………
初午 …………………
雨水 …………………
二の午 ………………

寺社では邪鬼を追い払う追儺（ついな）が行われる
季語として他に、春立つ、春来る、立春大吉など
東日本ではこの日、西日本では12月8日に行われることが多い
神武天皇即位日の紀元前660年1月1日を新暦に換算
伏見稲荷大社の鎮座の日にちなむ祭礼
農耕の準備を始める目安
初午に準じる稲荷の縁日　二の午や幟の外に何もなし/つる女

寺社では邪鬼を追い払う追儺（ついな）が行われる
季語として他に、春立つ、春来る、立春大吉など
東日本ではこの日、西日本では12月8日に行われることが多い
神武天皇即位日の紀元前660年1月1日を新暦に換算
伏見稲荷大社の鎮座の日にちなむ祭礼
農耕の準備を始める目安
初午に準じる稲荷の縁日　二の午や幟の外に何もなし/つる女

・ 恵 方 　 歳徳神（としとくじん、年の初めに祭る神）は、その年の福徳をつかさどり、この神の在る方角を明（あ
　　　　　　き）の方または恵方という。今年の恵方は、北北西。
・ 追 儺　   宮中行事の一つで、大晦日の夜に行われた悪鬼を払い疫病を除く儀式。近世に、節分の行事となる。
　　　　　「おにやらい」「なやらい」とも言う。
・稲荷信仰　イナリは稲生の意で、すべての食物と桑葉を司る神。平安時代以降、朝廷と民間の尊崇を受け盛んに
　　　　　　信仰され、地方では田の神として勧請、家業の守り神として町内や邸内に祀ることが流行した。この田
　　　　　　の神信仰と、きつねを田の神の使者とする俗信が習合した。

栃木市はかつて
県庁のあった地。
旧県庁跡地の周囲に今
も堀が残り、県庁堀と呼
ばれ多くの鯉が見られま
す。～鯉のいる街、蔵の
街～ともいわれています。
その栃木市が「住みたい
田舎ベストランキング」2
部門で全国第1位を獲得
しました。移住者向け専
門誌「田舎暮らしの本」
が定住促進に積極的な
市町村の魅力を数値化
してランキングしたようで
す。30代まで暮らしてい
た栃木市。とても嬉しい
気持ちになりました。

vol.09住みたい田舎
栃木市

田舎暮らし　栃木市
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